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会 社 概 要 
 

 
1．称  号 株式会社 完山金属 

2． 代表者名 代表取締役 完山一範 

3． 設  立 平成７年１月２７日 

4． 資 本 金 １,５００万円 

5． 所 在 地 

【本 社】 〒193-0944 東京都八王子市館町 468-2 Tel 042-661-4408 

【町 田 営 業 所】 〒194-0211 東京都町田市相原町 4911 Tel 042-783-5780 

【積 替 保 管 所】 〒193-0935 東京都八王子市大船町 870 Tel 042-689-4116 

【高尾ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ】 〒193-0935 東京都八王子市南浅川町 3952-1 Tel 042-673-6317 

【寺 田 駐 車 場】 〒193-0943 東京都八王子市寺田町 1404-1 

6．環境管理責任者 小黒 篤志 

7．事業内容 

【再生資源取扱業、リサイクルに関する業務】 

金属スクラップ・ビン・ペットボトル・プラスチック類・古紙・古布等の回収及び加工業務 

【古物商】 

機械工具類・事務機類・自動車・美術品・衣類・時計・自動二輪・自転車・写真・皮革・書籍・

金券等の売買 

【産業廃棄物収集運搬処理業】 

廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラス・コンクリート・

陶磁器くず、がれき類、燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、動植物性残さ、鉱さい 

石綿含有産業廃棄物（廃クラスチック類、金属くず、がれき類）、水銀使用製品産業廃棄物（金

属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず） 

【特別産業廃棄物収集運搬処理業】 

  廃油、廃酸、廃アルカリ、特定有害産業廃棄物 

【産業廃棄物処理業】 

廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラス・コンクリート・

陶磁器くず、がれき類 

【一般廃棄物処理業】 紙くず・木くず・繊維くず・厨芥・燃え殻の収集運搬 

【計量証明事業】     東京都公認４０トン台貫完備。計量証明書発行可 

【解体工事業者登録】 解体工事技士１名及び各種解体機械所持 

【一般貨物自動車運送業】 運行管理者４名 整備管理者２名 

【第一種フロン回収事業者】 冷媒回収技術者５名 

【重量物の移動作業】 

【輸出業務】 
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◇産業廃棄物収集運搬業・処分業詳細 
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道
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静岡県 収集運搬    ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  ● 

千葉県 収集運搬  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

東京都 収集運搬  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

八王子市 

収集運搬  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

積替え保管    ●   ● ● ● ●   ● ●  ● 

中間処理 

破砕      ● ● ● ●  ● ● ●  ● 

圧縮梱包      ● ● ● ●   ● ●   

溶融      ●(発泡スチロールに限る)      

埼玉県 収集運搬  ● ● ●   ● ● ● ●   ● ● ● ● 

神奈川県 収集運搬  ● ● ● ● ● ● ● ● ●  ● ● ● ● ● 

群馬県 収集運搬  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

栃木県 収集運搬  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

山梨県 収集運搬  ● ● ● ● ● ● ● ● ●  ● ● ● ● ● 

茨城県 収集運搬  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

長野県 収集運搬  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

 ※廃プラスチック類、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず（石綿含有産業廃棄物を含む） 

 ※汚泥、廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず（水銀使用製品産業廃棄物を含む） 
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◇中間処理施設（高尾リサイクルセンター） 
東京都八王子市南浅川町 3952-1他 

 産業廃棄物の種類 
単独処理能力 

(一日あたり) 

混合処理能力 

(一日あたり) 

破
砕 

廃プラスチック類 4.43ｔ 

―― 

紙くず 3.72ｔ 

木くず 4.96ｔ 

繊維くず 2.82ｔ 

ゴムくず 7.08ｔ 

金属くず 15.36ｔ 

ガラス・コンクリ

ート・陶磁器くず 
13.60ｔ 

がれき類 2.98ｔ 

圧
縮
梱
包 

廃プラスチック類 156.24ｔ 

196.96ｔ 

紙くず 169.12ｔ 

木くず 250.56ｔ 

繊維くず 318.64ｔ 

金属くず 61.04ｔ 

ガラス・コンクリ

ート・陶磁器くず 
―― 

溶
解 

廃プラスチック類

(発泡スチロール

に限る) 
160㎏ ―― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇積替保管施設 
東京都八王子市大船町 870番地 

・積替え保管面積 633㎡ 

・最大保管高さ 2.1ｍ 

・保管上限量 108.4㎥ 

産業廃棄物の種類 保 管 量 

廃  油 
9本 

1.8㎥ 

ドラム缶 

0.2 ㎥/本 

廃プラスチック類 
4基 

32.0㎥ 

コンテナ 

8.0 ㎥/基 

紙 く ず 
1基 

8.0㎥ 

木 く ず 
1基 

8.0㎥ 
廃プラスチック類、 

木くず、繊維くず 

(いずれも廃畳に限る) 

0.4基 

2.0㎥ 

金属くず 
4基 

32.0㎥ 

がれき類 
1基 

8.0㎥ 

ガラス・コンクリ

ート・陶磁器くず 

1基 

8.0㎥ 
廃プラスチック類、ガ

ラス・コンクリート・

陶磁器くず、がれき類

(石綿含有産業廃棄物) 

1基 

8.0㎥ 

廃プラスチック類、金

属くず、ガラス・コン

クリート・陶磁器くず

（廃蛍光ランプに限

る） 

3本 

0.6㎥ 
ドラム缶 

0.2 ㎥/本 

合  計 108.4㎥ 
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◇許可取得状況 

許可の種類 許可先 許可番号 許可年月日 有効期限 取扱品目 

一般廃棄物収集運搬業 

八王子市 第 86 号 H28.4.1 R8.3.31 事業・家庭系一般廃棄物 

日野市 第 37 号 H28.4.1 R8.3.31 一般廃棄物 

東久留米市 26 許可第 31 号 H28.4.1 R8.3.31 事業系一般廃棄物 

町田市 第 113 号 H28.4.1 R8.3.31 一般廃棄物 

産業廃棄物収集運搬業 

八王子市 第 109-10-035754 号 H22.12.22 R9.12.21 燃え殻等 15品目 

東京都 第 13-10-035754 号 H22.12.22 R9.12.21 燃え殻等 15品目 

神奈川県 01402035754 H25.7.15 R9.7.14 燃え殻等 14品目 

埼玉県 01102035754 H26.4.18 R11.2.2 燃え殻等 11品目 

千葉県 第 01200035754 号 H24.8.28 R13.7.4 燃え殻等 15品目 

山梨県 第 1900035754 号 H27.12.6 R9.12.5 燃え殻等 14品目 

群馬県 1000035754 H26.6.18 R10.6.17 燃え殻等 15品目 

栃木県 00900035754 H26.12.14 R10.12.13 燃え殻等 15品目 

茨城県 00800035754 H28.9.14 R11.6.26 燃え殻等 15品目 

静岡県 02201035754 H24.5.23 R11.5.22 燃え殻等 15品目 

長野県 2009035754 R3.8.17 R8.8.16 燃え殻等 15品目 

特別管理産業廃棄物収集運

搬業 

東京都 第 13-57-035754 号 H22.12.22 R9.12.21 廃油等 4品目 

群馬県 01050035754 H28.6.17 R11.3.24 廃油等 4品目 

産業廃棄物処分業 八王子市 第 109-20-035754 号 H21.10.2 R11.10.1 廃プラ等 8 品目 

保管積替施設(大船) 
八王子市 第 109-10-035754 号 H7.12.22 R9.12.21 廃油等 8品目 

敷地面積：633 ㎡ 最大保管量：107.8 ㎥ 最大保管高さ：2.1ｍ 

古物商 東京都公安委員会 第 308779501490 号 H7.3.15 ―― 機械工具等 13 品目 

計量証明事業 
町田市 第 1238 号 H19.2.14 ―― 質量 

八王子市 第 1323 号 H21.9.28 ―― 質量 

第一種フロン回収業 

東京都 13102844 H19.8.9 R9.8.8  

神奈川県 神(気水)第 1-1439 号 H24.8.10 R9.8.9  

埼玉県 
埼玉県知事 

第 19130617 号 
H24.9.4 R9.9.3  

廃棄物再生事業者登録 東京都 第 1030 号 H21.12.18 ――  

第 1 種評価基準適合業者 

（産廃エキスパート） 

東京都 5-22-C0073 H23.12.21 R8.3.31 中間処理業 

東京都 6-22-B0062 H23.12.21 R8.3.31 収集運搬業 

再生資源回収事業者認定 日資連 第 N13K-00111 号 H17.10.4 R8.10.3  

一般貨物運送業 東京都陸運局 東運輸第 740 号 H20.6.10   

一般建設業 東京都 
東京都知事 

許可(般-28)第 137323

号 
H28.9.20 R8.9.19 

とび・土木工事業 

解体工事業 
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8． 従業員数 ８７名（令和７年１月） 

 

9．保有車輌 

◍大型車 4台  ◍2tキャブオーバ 7台  10tバルク車 1台 

◍4t脱着コンテナ車 6台  ◍4t塵芥車 3台  ◍軽トラック 4台 

◍3t脱着コンテナ車 2台  ◍3t塵芥車 20台  ◍営業車 2台 

◍2t脱着コンテナ車 2台  ◍2t塵芥車 11台    

◍4tキャブオーバ 1台  ◍3tダンプ 1台  ◍ユンボ 6台 

◍3tキャブオーバ 3台  ◍2tダンプ 6台  ◍フォークリフト 10台 

 

10．所属団体 ◍ ㈳東京都産業廃棄物協会 ◍ 東京都資源回収事業協同組合 

◍ 八王子資源化事業協同組合 ◍ 東京金属防犯連合会 

◍ 八王子市環境資源循環協会 ◍ 東京都軽量証明事業協会 

◍ 八王子市商工会議所 ◍ ㈳東京都リサイクル事業協会 

◍ ㈳八王子法人会 

11．関連会社 ◍ 有限会社鋼和企業（鉄道関係の工事） 

 ◍ 株式会社 FLAT（解体工事） 

         

12．ホームページ 

http://www.sadayama.com 

 

◇優良性評価制度による情報公開制度のための産業廃棄物情報サイト 

産廃情報ネット  http://www.sanpainet.or.jp 

13．電子マニフェストシステムの加入 

◇財団法人 産業廃棄物処理振興センター 

◍ 加入者番号 ２００６２７６ 加入区分 収集運搬業者 

◍ 加入者番号 ３０１１３４１ 加入区分 処分業者 

 

14．プライバシーマーク使用承諾 

使用承諾認定番号 第１０８７００１５（０５）号 

 

 

 

 

http://www.sadayama.com/
http://www.sanpainet.or.jp/
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エコアクション２１認証範囲：会社全体 

担当者連絡先 担当：岩瀬 洋憲（いわせ ひろのり） 

 所在地：町田営業所 東京都町田市相原町４９１１ 

 Tel 042-783-5780  Fax 042-783-5781  

 E-mail  iwase@sadayama.com 

 

15．東京都エコトライ協定締結 

事業者と東京都が法令以上の取り組みを約束するエコトライ協定こと『産業廃棄物適正処理・

資源化推進協定』を締結しています。 

 

 

 

 

 

 

16．産業廃棄物エキスパート 

適正処理、資源化及び環境負荷の少ない取り組みを行っている業者を認定する優良性評価制度

を取得しています。 

 

 

 

 

 

 

17．廃プラ埋立ゼロ協定 

東京都と廃プラスチックのリサイクル推進に取り組む産業廃棄物処理業者として「廃プラ埋立

ゼロ協定」を締結しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.sadayama.net/images/common/img_01.jpg

認定番号 6-22-B0062／5-22-C0073 

http://www.sadayama.net/expert.pdf
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環 境 経 営 方 針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社は、産業廃棄物の収集運搬・中間処理及び再生資源の回収・加工を主な事業とし、その事

業活動において、地球環境の保全を経営の最重要課題の一つに位置付け、自ら責任を持ち社員一

丸となって、自然環境との調和・共生に配慮しつつ、継続的な環境負荷削減に努めます。 

環境への負荷を削減するために下記の環境への取り組みを環境方針として定め、継続的に行い

ます。 

 

１．鉄、非鉄金属、紙等の再資源化に関する事業を積極的に推進することにより、環境負荷の低

減を図る。 
 昭和４０年より再生資源を取り扱っています。資源の無い日本では廃棄物のリサイクルは重要課題です。再生資源を取り

扱うことにより環境破壊への影響を減らしていると自負しています。 

２．環境関係法規を遵守する。 
 常に最新の環境法令の入手に努め、法律、条例、協定などの遵守を目指します。 

３．車両等の燃料（軽油・ガソリン等化石燃料）の使用量削減に努める。 
 無駄のない運行管理を目指し、社員の運転マナーの向上、法令遵守を目指させ車に優しい運転をすることにより燃料の削

減に努めます。 

４．事務所及び事業場における電気使用量を抑制し、CO2排出の低減に努める。 
 面倒くさいという考えを捨て、こまめに照明、電気機器の電源を管理していき使用量を抑えていきます。 

５．事務所及び事業場における上水使用量の削減に努める。 
 出しっぱなしの使用を避けるような工夫をすることにより使用量を削減します。 

６ 事務所における廃棄物の削減に努める。 
 コピー用紙等の使用量の節約、及び分別作業を徹底させリサイクルに努めます。 

７．社内で使用する事務用品のグリーン購入の推進に努める。 
 再生紙は値段的に高価で、また色質も落ちることから購入を避けてきましたが、ＥＡ２１の取組の課題で再生紙の購入を

推進します。 

８．車両入れ替え及び新規導入時には、無公害車及び低燃費車の選択に努める。 
 購入価格を考えると高価だが、環境保全を第一に考えていきます。 

この環境方針は社員全員が認知し、社外にも公開し環境コミュニケーションに努めます。 

制定 平成 25年 1月 1日 

   改正 令和 07年 4月 1日 

 

東京都八王子市館町４６８番地の２ 

株 式 会 社  完 山 金 属 

代表取締役  完山  一範 
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組 織 図 
 

作成者 岩瀬 洋憲 

エコアクション 21推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

完山 貫一 

環境経営管理責任者 

小黒 篤志 

 

環境経営事務局 

 

総務部 

 

 

営業部 

 

高尾ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 

 

 

 

町田作業所 

 

積替保管所業務 

 

廃棄物・再生資源 

運搬業務 

 

委託業務 

・実施体制の構築  ・環境レポートの作成 

・環境目標・環境活動実施計画書/実績表の作成 

・教育・訓練の実施を指示 

・環境上の緊急事態への準備・対応 

 

・環境法令の遵守 
・環境管理活動の計画・推進 

・事務所内の電気・水使用量の削減 
・紙資源の使用量の削減 
・グリーン購入の促進 ・環境法令社内基準の遵守 

・車両の燃料の削減 
・電気使用量の削減 
 

上水使用量の削減 

代表取締役 

完山 一範 

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 

・環境経営システムの実施及び管理の必要な設備・

費用・時間・人を用意 

・経営における課題とチャンスの明確化 

代表者による全体の評価と見直し 
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環境負荷の状況 
 
1過去の環境負荷状況（報告対象当年度を含む） 

各年は 1-12 月の期間  

 
 

 

◇環境への負荷取りまとめ 

  単位 平 31 年 令 2 年 令 3 年 令 4 年 令 5 年 令 6 年 

温室効果ガス排出量 【二酸化炭素】 t-CO2 773 732 807 839 804 779 

総エネルギー使用量 

電力 kwh 78,521 74,098 105,036 106,097 91,920 131,862 

軽油 ℓ 277,054 261,361 292,387 261,361 296,800 279,976 

ガソリン ℓ 772 728 820 381 3,280 1,756 

灯油 ℓ 3,146 2,026 1,864 0 0 0 

LPG ㎏ 1,764 3,094 735 5 0 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

売上高 
令和６年 売上高  1,518,841,000 円 
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2 取り組み事例の紹介 
◇案内川の清掃             ◇安全講習会 

 
 

◇グリストラップ清掃（大船積替保管場） 

 



- 12 - 
 

環境保全活動の取組結果及び評価 
 

1. 環境目標 
当社は、産業廃棄物の収集運搬及び再生資源の回収・加工を主な事業としている。環境上

のインプット要因として、営業車のガソリン、収集運搬車両、重機に使用する軽油、作業場

内の電灯、作業場内で使用する機械関係の電力、事務所内及び作業員休憩室で使用する電力

及び紙資源及び上水、また車両洗車に使用する上水による水資源がある。 

 

令和 5年度以降の目標を以下に示す。 

⚫ 業務用製品のグリーン購入については、可能な限り環境配慮製品を購入することとし、

令和 6年までは数値目標を設定しないで実績把握とする。 

 

令和 5-令和 8年度の中長期目標（※値は小数点第 2位以下四捨五入） 

項目 単位 
基準年実績 中長期目標 

令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 

購入電力量 kWh 65,693 
65,036 64,379 63,722 63,065 

基準年比-1% 基準年比-2% 基準年比-3% 基準年比-4% 

購入電力量 

(中間処分場分) 
kWh 40,404 

40,000 39,596 39,192 38,788 

基準年比-1% 基準年比-2% 基準年比-3% 基準年比-4% 

軽油・LPG 

消費量 
㍑ 323,292 

320,064 316,826 313,595 310,360 

基準年比-1% 基準年比-2% 基準年比-3% 基準年比-4% 

ガソリン消費量 ㍑ 3,190 
3,158 3,126 3,094 3,062 

基準年比-1% 基準年比-2% 基準年比-3% 基準年比-4% 

CO2 排出量 ﾄﾝ 889,6 
880,7 871,8 862,9 854,0 

基準年比-1% 基準年比-2% 基準年比-3% 基準年比-4% 

紙資源投入量 枚 54,450 
53,905 53,361 52,817 52,272 

基準年比-1% 基準年比-2% 基準年比-3% 基準年比-4% 

水資源投入量 ㎥/人 17,38 
17.2 17.03 16.86 26.68 

基準年比-1% 基準年比-2% 基準年比-3% 基準年比-4% 

業務用商品の 

グリーン購入 
― ― 

可能な限り環
境配慮製品を
購入する 

可能な限り環
境配慮製品を
購入する 

可能な限り環
境配慮製品を
購入する 

可能な限り環
境配慮製品を
購入する 

 

注） 当社ではエネルギー投入量の内、灯油に関しては暖房器具用のみを使用し、年間の使用量と

しては 18ℓのポリタンク４缶程度で、灯油に関しては環境目標を設定していない。LPG フォー

クリフト２台及び事務所での湯沸かし用に拡大してきた。平成 22 年より環境目標を設定し管

理している。 

  自社排出廃棄物等排出量に関しては、紙を除いて少量のため、環境目標を設定していない。 

     令和 5 年度より事業拡大や設備の増設に対応した目標値を設定可能にすべく目標値を見直

し、前年度の実績値とし、今後は毎年目標値の変更をすることとした。 
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2. 単年度目標に対する実績と評価一覧（令和 6年） 

 

項  目 単位 目標値 
実績値 

1 月～12 月 
達成度 評価 

CO2 排出量削減 ｔ-CO2 880.6 779.2 113% ○ 

電気使用削減 kwh 106,097 131,862 80% × 

燃料（軽油）消費量削減 ℓ 320,064 279,976 114% ○ 

燃料（ガソリン）消費量削減 ℓ 3,126 1,756 178% ○ 

水使用量削減 ㎥ 1,338 1,157 115% ○ 

紙資源使用削減 枚 54,450 38,000 143% ○ 

評価について：◎○△×の４段階にて評価した 

 

 

 

 

 
1.環境保全活動計画の結果評価（令和 6年 1月～12月） 

 

◇事業拡大や設備増設による環境負荷への対応を迅速に行うべく、目標値を 1～2年毎 

に見直すことし、今年度は目標値を前年度とした。 

 

◇軽油の未達理由としては、車両の増車によるものであることから次年度にかけて 

様子を見ていく。 

水資源の未達については、以前から指摘されていた町田営業所の水の漏れと、増車に 

よる洗車での使用量が増加したことが主な原因と考えられる。また、現在各置場にて 

設備の整備を行っているため、最大限の努力をしつつ、整備終了までは様子を見ること 

とする。 

 

◇ほとんどの項目で未達になってしまっているが設備投資とコロナの影響もあるため 

様子を見る。 

 

2.次年度（令和 7年 1月～12月）の取り組み 
 

令和 6年度では従業員数の増加や設備増強等を予定しているため、エコアクション 21 

の取り組みを今一度全体に周知し、より良い環境経営システムの構築に努めたい。 
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3. 環境保全計画と実績評価 
 

令和 6年度は、下記の施策を設定して取組みました。(評価:○・△・×) 

№ 環 境 方 針  環 境 保 全 施 策  
評

価 

1 
再生資源化事業を積

極的に推進 

社内勉強会を月に１回以上開催する。 ○ 

最新技術の勉強。（環境展、リサイクル工場等の見学） ○ 

広告活動。（タウンページ、インターネット、ＤＭ等） ○ 

2 環境関係法規を遵守 

社内勉強会を年に４回以上開催する。 ○ 

業界で行われる研修会・説明会等の参加。 ○ 

インターネット活用による法令の確認。（環境省、東京都等） ○ 

情報誌、新聞等より情報収集。 ○ 

3 車輌の燃料削減 

過積載、無駄なアイドリング、急発進、急ブレーキなど行わず、

優しい運転を心がける。 
△ 

収集運搬ルートの効率化を図る。 ○ 

新規車輌を導入するときは低燃費車(軽油車)やハイブリッド車の

購入を検討する。 
○ 

タイヤの空気圧のチェックを定期的に行う。 ○ 

車輌の定期点検をディーラーに依頼する。 ○ 

4 電気使用量の抑制 

室内空調の適温化（夏季 28℃、冬季 20℃）の徹底。 ○ 

部屋不在時の電気の消灯。 ○ 

最終帰社者の電源チェック。 ○ 

離席時のパソコン電源の OFF作業。 △ 

機械類の未使用時の空運転をなくす。 ○ 

空調機器のフィルターを定期的に清掃する。 ○ 

ウォシュレットの蓋を使用後閉める。 ○ 

5 上水使用量の削減 

洗車方法を改善し使用量を最小限にする。（高圧洗浄機の利用） ○ 

水道器具の点検を定期的に行う。 △ 

一人一人がこまめに節水を心がける。 ○ 

6 紙資源使用量の削減 

両面印刷の実施。 ○ 

ミスプリントをなくす。（プレビュー等の活用） △ 

電子ファイルの有効利用。 ○ 

使用済みペーパーの裏面利用。（社内利用紙、メモ等） ○ 

7 
事務用品のグリーン

購入の推進 

名刺、コピー用紙は再生紙を購入する。 ○ 

OA機器（コピー機、複合機、プリンター等）は省エネ対策を購

入。 
○ 

8 低公害車の購入選択 
車両の入れ替え、または増車をする時は低公害車を検討し、購入

をする。 
○ 
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環境関連法規への違反、訴訟の有無 
 

1. 環境関連法規の違反の有無 

令和 6年 1月～12月 

当社に適用される関係法令に関して平成２２年１月以降、関係機関等からの指摘もなく、違

反はありませんでした。 

 

 

2. 訴訟・苦情等の有無 

訴訟・苦情に関しては、平成７年１月創立以来特にありません。軽度の騒音等に関する要望

に関しては適切に対応しています。 

 

区  分 法  規  制  等  名  称 違反の有無 

水質汚濁 
八王子市下水道条例 無し 

戸別浄化槽の設置及び管理に関する条例 無し 

大気汚染 都民の健康と安全を確保する環境に関する条例 無し 

化学物質管理火災予防 

労働安全衛生法 無し 

消防法 無し 

自動車 

道路運送車両法 無し 

道路交通法 無し 

自動車リサイクル法 無し 

自動車騒音 騒音規制法 無し 

自動車排気 自動車 NOX・PM 法 無し 

操業協定 中間処理施設に関する南浅川町近隣者との操業協定 無し 

廃棄物 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法） 無し 

八王子市廃棄物の減量化及び資源化並びに適正処理に関す

る条例 
無し 

家電リサイクル法 無し 

内       容 有・無 

訴訟の有無 無し 

環境に関する苦情の有無 無し 
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代表者による全体の評価と見直し 
 

 

  

  令和５年初めの頃に比べ、詳細なデータや資料が集められています。未達の項目も少し

ずつではありますが減少してきているように思います。 

  未達項目の中でも特に水資源ですが、増車に伴う洗車量の増加について洗車スパンの見

直しを行う等、少しでも改善できるよう努めます。 

  また、現在、各置場の整備や新規設備の導入、人員確保に力を入れています。それに伴

い、環境負荷が増加傾向にあるのが現状です。しかし、エコアクション 21 の認証を受けて

いなければ気づくことのなかった問題であり、今後の課題も知ることができ、今一度エコ

アクション 21 の大切さに気付くことのできた年度だったと思います。 

令和 5 年 3 月から新工場を稼働し、RPF の製造、太陽光パネルの処理ができるようにな

ります。 

リサイクル率を向上させる工場ですので、環境負荷も考慮しつつ、環境にやさしい工場

として運用していこうと考えています。 

また、令和元年度より続いていた新型コロナウイルス感染症 2 類ですが令和 5 年 5 月 8

日よりから 5 類感染症に引き下がりました。これにより建設業界の動きも活発になり弊社

の廃棄物取扱量も増加傾向にあります。解体業でも令和４年度から段階的に法改正があり

今までの家屋などの解体依頼に加え事前調査の依頼も増えてきております。石綿含有の事

前調査士の資格も 5 名取得しましたので調査依頼から解体までの依頼も増えて来ているの

で解体廃材の分別がより一層必要になります。 

 

 

   

令和６年 7月 15日 

株式会社 完山金属 

代表取締役 完山一範 


